
発生日時 事故当事者 １次下請け

年齢性別 45歳男性 職種

事故概要

事故種類

右中指中節骨・末節骨開放骨折、挫滅創被災程度（全治）

事故区分

労働災害

労働災害 坑夫

平成24年12月3日 15時30分

改善策

坑口から320m付近で、ジャンボ（2B2G）を使用してインバート掘削の盤打ち発破の穿孔を行っていた。
オペレーターは穿孔中にロッドが閉塞したため、閉塞を解消するためロッドを一旦穿孔中の孔から抜き差しする操
作を行った。この時、被災者（鳥井）は穿孔が完了したと思い込んでクリ粉で孔が塞がるのを防ごうと手を出してし
まったところに、オペが穿孔が終わっていなかったため再度穿孔を開始してしまい、穿孔中の孔とロッドに右手中
指を挟まれて受傷した。
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事故状況図

①合図方法は手合図で行なっていたが、明確な停止の合図を行なっていなかった。
②ジャンボの停止を確認せずに手を出した。
③監視人は作業主任者が作業を行ないながら兼任していた。
④「立入禁止措置は切羽作業員以外の人に対するもの」という認識であった。

①作業手順の見直しを行い、穿孔中は立入禁止措置を実施し、立入る際はペンライトで合図をし穿孔を停止す
る。
②作業主任者とは別に監視人を選任で配置する。
③「立入禁止区域内に人がいることは異常事態である」と認識を改め、そこに関係する重機作業を停止する。

・管内の現場に事故概要を周知し、点検・指導を徹底する。
類似工事（他工事）へ活用でき
る対策等

改善策等

事故原因等

2ブーム2バケットホイールジャンボ

被災者

被災者

選任の監視員を配置

選任の監視員を配置

2ブーム2バケットホイールジャンボ

立入る際はペンライトにて合図

（ペンライトは坑内作業員全員に配布する。）

カラーコーンにて立入り禁止明示

手順書の見直し及びその実施



発生日時 事故当事者 2次下請け

年齢性別 - 職種

ライン部アップ

事故原因等

事故概要

事故種類

運転手に怪我は無し、一般車両の屋根部分損傷被災程度（全治）

事故区分

交通事故

公衆災害 -

平成24年12月11日18時10分

　クレーンブーム

改善策

作業を終了した二次下請業者のラフタークレーン（25ｔ）が、場内より退場するために、道の駅場内北側の出入口
で一旦停止した。その際、道の駅前後の国道の信号が赤になるのを確認するために、元請業者の社員が歩道部
で確認行為を行っていたが、クレーンのブームが車道側に90cm程度飛び出していて、それに運送車両（コンビニ
の貨物トラック）の運転席屋根部分が衝突した。
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事故状況図

①クレーンの停止位置が不十分であった。
②特殊車両の許可条件を遵守していなかった。

①クレーンの停止位置について
・出入口に照明設備を設置する。
・車両に応じた停止位置表示を行う。
②特殊車両について
・特殊車両の許可条件を明確にした上で関連法令を遵守させる。

事務所内の主任監督員に事故内容の周知を行い、交通安全・工事現場の安全管理の徹底と建設機械等の特車
条件の遵守を確実に実施するよう指導するとともに、安全協議会にて改善対策を提示し関連業者へ注意喚起を
行った。

類似工事（他工事）へ活用でき
る対策等

改善策等

事故発生状
況
事故発生状況図

一旦停止し、通行車両の途切れるのを
待っていたが、その際ブーム先端が国
道に90cmはみだしていた。

そこに、下り車線を走行してきた２ｔト
ラックに接触した。

約90cm
出ていた

追突位置

下り車線

上り車線

　　北側より南進方向

下
り
車
線
　
→

←

　
上
り
車
線



発生日時 事故当事者 １次下請け

年齢性別 32歳男性 職種

事故概要

事故種類

打撲（胸部、頭部）（全治１日）被災程度（全治）

事故区分

労働災害

労働災害 鳶工

平成24年12月15日10時20分

改善策

　橋梁車道面に設置したユニック車で、足場材を河床部へ設置してあるＰ１荷卸し用架台へ卸す作業を行ってい
た。４ｔ車１台分の資材を卸した後、荷卸し架台が傾き、架台上で作業をしていた作業員が架台と共に川に倒れ負
傷した。
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事故状況図

・施工計画書に記載のない作業架台を設置した。
・作業架台の使用について施工業者より追加で河川協議が行われているが監督職員との協議がなかった。
・強度計算がされていない作業架台を使用した。
・一部傾斜した軟弱な河床に作業架台を設置した。

・任意仮設でも施工計画書に記載し作業手順書を作成する。
・任意仮設でも必要な協議・関係機関への届出を行う。
・仮設物の設置にあたり必要な地盤調査や強度計算を下請け任せにせず元請けで確認する。
・社内でのチェック体制強化

今回の事故概要を周知し、足場等の任意仮設についても上記改善策について確認するよう指導する。
類似工事（他工事）へ活用でき
る対策等

改善策等

事故原因等

①任意仮設でも施工計画書に記載し作業手順書を作成する。

　　○資材搬入計画書を作成

　　○架台組立、解体作業手順書作成

②任意仮設でも必要な協議・関係機関への届出を行う。

　　○関係機関へ架台設置協議を実施
③仮設物の設置にあたり必要な地盤調査や強度計算を下請け
任せにせず元請けで確認する。

　　○架台設置箇所の地盤線測量、簡易貫入試験、流速を調査

　　○架台の構造計算書を作成

　　○設置場所の検討

　　　　・Ｐ１橋脚部は、一部傾斜し軟弱な地盤のため、

　　　　　架台を設置しない。

　　○洗掘防止対策（右図参照）

　　　　・基礎枕（Ｈ－２００）を上・下流に設置

　　　　・敷き矢板を縦断方向に設置

　　　　・基礎枕と敷き矢板を固定

　　　　・やらず設置箇所等に単管を打ち込む

　　○架台の使用前チェックリスト作成

④社内でのチェック体制強化

　　○計画書等の副社長による確認

　　○架台設置後の社内検査実施



発生日時 事故当事者 元請け

年齢性別 － 職種

4月～11月 →　体感マット＋看板（段差あり） 12月～3月、雨天時　→　高輝度看板

一般事故

公衆災害

類似工事（他工事）へ活用でき
る対策等

－事故区分

改善策

・トンネルの吊り金具緊急点検実施に伴う片側交互通行規制で体感マットを設置した。専用の粘着テープで確実
に固定しているか確認するため、設置終了後、大型バスと普通車３台が通過したのを確認し、大丈夫だったので
次の設置場所に移動した。その後大型トラックの通過により体感マットがめくれ上がり、その部分に後続車両が
乗り上げ、バンパーの一部が破損したと道の相談室（9:20分頃)に連絡があった。なお人身等被災はない。

一般車両（普通乗用車）バンパー破損被災程度（全治）
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事故状況図

①冬場作業の為、路面温度が低く体感マット専用の粘着テープと路面との接着力が低下していた。
②体感マットを丸めて保管していた為、丸くなる“くせ”がついていた。
③大型トラックがスピードをだしすぎていて、体感マットがめくれた。

①体感マットの設置は4月～11月間とし、併せて段差ありの看板を設置する。12月～3月及び雨天時は体感マッ
トがめくれる危険性があるので、設置せずに高輝度看板を設置し徐行を促す。
②体感マットの未使用時はまっすぐの状態で保管しておく。

・体感マットの設置要領や使用する環境条件（気象・路面温度等）を考慮した設置を行う。
・体感マット設置箇所に段差ありの看板を設置し、注意喚起を行う。

平成24年12月20日 07時40分

改善策等

事故原因等

事故概要

事故種類

高輝度看板

段
差
あ
り

【体感マット設置時】 【事故発生時】

大型車走行時に
跳ね上げ



発生日時 事故当事者 １次下請け

年齢性別 - 職種

改善策

　側溝施工箇所から約２８０ｍ離れた整地箇所へバックホウ（0.45m3ブレーカー装着）を運搬する中で、ブーム
を完全に格納しないまま積み込み運搬した為、運搬経路途中（約２００ｍ走行した地点）の九州電力の管理用
ケーブルに接触し切断。
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事故状況図

・積込みした時にアームが折りたたまれていると錯覚し、架空線を通過できる高さだと思い込んでいた。
・積込んでから出発前に高さの確認をしなかった。
・次の工程（コンクリート取壊し）を考え、あせって運搬した。
・誘導の形態、連絡系統が今回は不徹底だった。
・次の工程を優先してしまい、運搬作業を軽微なものとして取り扱ってしまった。

・運搬に関わる作業手順書を新規に作成し、積込み～検尺～誘導員配置～運搬～荷降ろしまでを事前に教
　育（試走）を行って作業を習慣付ける。
・運搬時の連絡系統を確立し単独作業の禁止を徹底する。
・新規入場者教育時には現地での架空線位置確認を含めた教育を行う。
・安全訓練時に現地での架空線位置確認と運搬訓練を行う。
・運搬時に架空線直近には誘導員を配置し、注意喚起の明示（看板、のぼり旗）を運転手の目の高さになる
　様に設置する。
・工事用仮橋の高さ制限ゲートは縦断方向に連結し、接触時の「揺れ」が運転手に認識できる様にする。
・現場出入口の高さ制限ゲートはトンネル状の構造に改め、通過時の減速を促す。

・全入退場口の点検及び高さ制限装置の設置状況確認。
・主任監督員を通じて事故事例を情報提供し、再発防止の指導徹底を行う。
・管内緊急現場代理人会議の実施。

類似工事（他工事）へ活用で
きる対策等

改善策等

事故原因等

事故概要

事故種類

九州電力の管理用ケーブル切断被災程度（全治）

事故区分

一般事故

公衆災害 -

平成24年12月21日 17時02分

運搬時に架空線直近には誘導員を配置し、

注意喚起の明示（看板、のぼり旗）を運転手
の目の高さになる様に設置する。

工事用仮橋の高さ制限ゲートは縦断方向に連結し、
接触時の「揺れ」が運転手に認識できる様にする。

側溝施工箇所

整地箇所

→


